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錄
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論
政
治
と
行
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T'
o
a
l
v
e
s
t
o
n

市
^
就
み
ら
れ
た
る
所
に
し
て
>
市
長 

は
：(

理
事
の1

人)

四
千
圃
の
俸
給
を
受
け
’
ニ
日
六 

時
間
は
市
の
事
務
を
執
る
の
義
務
有
かo
他
の
_
事
は 

ニ
千
闼
百
圆
の
俸
給
を
得
て
ーH-
'

ニ

時

間

の

執

務

義

務
 

有
ぅ
。
同
市
に
次
で
同
じ
制
度
を
採
用
し
た
るff
i

i
丨 

t
o
n

市
に
於
て
は
双
に
市
長
に#
給
を
增
加
し
て
IS
M
 

ビ
な
し

"

S
ら
市
の
事
務
に
鞅
掌
す
る
こ
を
规
定
し 

た
か
。
此
の
俸
給
制
度
の
眼
目
.は
斯
ぐ
の
如
く
し
て
成 

る
可
く
優
良
な
る
班
員
を
得
、
都
市
行
政
の
成
績
を
舉 

げ
ん
ビ
す
る
に
わ
ぅ
し
に
ビ
明
白
な
る
が
、
旣
に
，公
選 

制
度
が
優
良
な
る
璐
員
を
得
る
に
適
せ
ず

V
J

す
れ
ば
、 

俸
給
制
度
に
就
て
大
な
る
期
待
を
爲
す
能
は
す0 

'
L
o
w
d
i

氏
も
亦
^
左
の
如
く
言
へ
A

，

「

、公
選
は
'老
線
'©
る
斑
員
を
得
る
方
法
ビ
し
て
は
甚 

だ
拙
で
ぁ
るo

縱
令
人
K
は
人
の
知
®
的
道
徳
的
性 

能
を
到
定
し
得
冬
ビ
ず
る
も
、
斑
員
ビ
し
 

'て
の
»

«
 

.
を
十
分
に
調
蜜
す
る
の
機
關V
餘
暇
も
な
い
の
.で
ぁ 

を
0
然
る
.に：1

定
の
機
關
が
邀
員
を
選
定
：す
る
の
で

辩
十
5
 

九
！

一

'
ぁ
れ
ぼ
多
ぐ
の
候
補
者
に
付
て
試
考
し
、
多
く
の
©
 

材

は

依

っ

て

曲

，
の

技

能

を

刹

定

し

得

：る

。

殊

祀

礙

啟 

■

匁
る
斑
員
は
選
擧
場
裡R
,
立
づ
こ
^
を
忌
避
す
る
傾 

が
^

ふ
の
で
.ぁ
る
。
ー.

(A- p. s. BevJew, vol. VII: P. 61).

iL
方
の
®
員
力
公
#
^
係
る
か
爲
め
に
黨
派
の
影®
{を
.. 

受
く
.る
と
大
な
6
ビ
せ
ば
、
是

れ

所

謂Po
l
i
t
i
c
s

匕 

A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n

ビ
の
浪
同
を
來
す
所
以
に
し
て
。
斷
じ' 

て
不
可
な
6
.
0英
國
の
都
市
•に
於
て
は
ヽ
市
會
は
«
決 

.機
關
た
る
ど
同
時
に
執
行
機
關
に
し
て
單R
制
宛
の
上 

ょ
ぅ
見
れ
は
所
謂
政
治ぐ
し
行
政
^
の
混
淆
を
見
る
可
き
，
 

■が
如
し
^
雖
も
"
實
際
に
其
弊
な
き
は
英
國
人
が
元
來 

自
治
的
國
民
れ
6
、
市
说
た
も
に
適
應
せ
る
性
格
を
有 

す
る
が
爲
め
R
し
て
i

吾
人
0'
羨
■
に
«

へ
ざ
る
所
な
- 

6
^
0制
度
の
外
形
を
模
倣
ず
る
は
容
易
な
る
も、• 0
0

,
 

根
本
精
輝
を
.感
得
す
る
.ば
難
し
。
‘予
は
方
ちI

b
w
e
l
i

 

氏
0
次
0'
.語
を
以
て
本
稿
を
結
ば
ん
ど
す

o
-
T
h
e
r
e

 are 

said to 

b
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第

十

九

世

^

に

於

け

る

獨

逸
 

經

濟

發

達

の

1
:

斑

s

)

.

•
’ 

高

島

佐

1

郞

.

.

目

次

.

(

六)

大
工
織
^
と
.資
本
輸S

主
.峩 

’

(

七)

交
通
^
の

發

連
.

(

其
5

さ
て
工
業
の
偉
大
な
る
發
達
は
人
ロ
の
地
理
的
救
に 

«

業
的
配
饅
を
變
遷
せ
し
め̂
グ
9
獨
立
の
商
質
及
職 

X
は
敬.
a
し
れ
る
ミ
同.〗

it
例
を
以
て
賃
銀
に
衣
食
す 

る
從
屬
的
勞
働
潜
は
激
增
し".■大
都
會
及
工
業
都
市
は 

靜
止
'せ
ざ
る

输
s
級
の
大
人a
を
包
容
す
る

R
M 

又

農

村

人

ロ

を

_

牲

'£
し

て

エ

業

人

ロ

を

助

長

し

. 

tt
&
o
爾
餘
の
西
歐
諸
國
に
於
：て
も
均
し
く
顯
著
な
る 

R
茧
れ
る
坻
填
向
は
、.
左
の
普
魯
西
の
總
人
口
中
農
棘

從
業
考
が
連
年
遞
減
の
趨
勢
を
纖
續
ぜMる
統
I t

成
明
な 

f

即
ち|

 

A

1:六
年
忙
は
農
林
從
業
潘
は
總
人
ロ
の 

七
割
八
分
を
占
め̂

办
し
が
ゝ
1
‘八
四
九
年
に
«
六
密 

四
分
、
1

ん
六
七
年
に
: ^

四
割
八
分
"
’1

八

八

ニ

‘
年

に 

は
®

割
ニ
.
分
五
厘
、1

八
九
芄
年
虹
は
三
割
五
厘
七
分 

。
瓦
毛
、
今
や
僅
に
總
人
口
の
ニ
割
七
分
な
る
を
示
せ
&
 

j

而
し
是
れ
實
に
エ
ッ
セ
ン"
'ド
，
ト
ム
ン
ド1
ホ
1

シ
江 

ム，
マ
ン
、

V

ィ
ム
'等
の
工
業
諸
都
市
に
現
は
れ
れ
る
急 

調
無
前
の
發
逄
膨
脹
を
說

P

す
る
も
の
な
"
^
雖.も
"

遷
の
如
き
は
左
じ
て
»
異
す
可
き
を
見
ざる
可
しo

 

g

 

ち

f

九
〇
|
年
^
於
て
旣
に」

其
總
人
ロ
の
ニ
割
五
分
は 

大
偷
敦
の1

都
會
に
集
中
せ
ら
れ
れ
る
を
發
見
す
可
け 

R
ば
な
b

o
換
言
す
れ
ば
人
口
の.工

業

化I
n
d
l
r
i
a
r

 

sieung 

に
就
て
は
獨
逸
は
未
だ
英
國
に
及
ば
ざ
る
も
の

マし.す
-0

• 

-

急
激
な
る
都
會
生
活
の
筱
達.膨
脹
に
伴
ひ|

般
の
居 

^
狀

)1
も
亦
.全
く
面
目
を
'&
め
9

.

勞
働
者
及
中
產
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級
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第

九

卷(i 

ニ
九
八〕

雑

錄

第

十

九

世

紀
|:
.於
け
る
獨
逸
經
濟
發
達
の1
斑
第
卞
一
狨 

九
四

の
居
宅
ぐJ
し
て
間
«
吣
0 '
巨
屋
及
假
建
築
の
大
，
®

は
®

に
造
營
せ
ら
れ
.て
自
己
所
有
家
屋
は
殆
ど
都
會
地
に
跡
，
 

を
潜
め
、
大
都
市
總
人
ロ0 -
八
割
以
上
は
凡
て
古
式
矮 

屋
に
比
し
ー
史
に
衞
生
怡
樂
に
適
應
し
て
建
築
せ
ら
れ
れ 

る
貸
借
家
屋
に
生
活
す
る
狀
況
を
呈
し
、
隨
で
都
市
に 

於
け
る
建
築
業
は
無
前
の
繁
榮
を
示
し
仅
ぅ
。

一
方
商

| 

エ
業
の
墦
大
し
た
る
ど
同1
比
例
を
以
て
他
方
農
林
業 

人
口
減
少
し
た
6
し
こ
マJ

旣
述
せ
る
が
如
し
ど
雖
も*

M

に一

步
を
進
め
て
大
小
農
業
者
は
縦
へ
自
家
用
の
範 

圃
を
出
で
ざ
3
し
、

/
J

は
謂
.へ
、
農
業
を
主
せ
る
傍
製 

造
業
を
も
兼
營
せ
6

ど
看
做
さ
る
可
き
場
合®
な
か
&
 

ざ
ぅ
し
事
情
を
考
察
す
れ
ば
、
此
統
計
の
數
字
に
は
相 

當
の
制
限
を
加
へ
ざ
る
可
ら
す
し
て"
正
確
に
言〈
ぶ

\ 

益
々
顯
著
な
る
を
致
せ
る
職
業
上
の
分
離
は
事
實
上
從

\ 

農
潴
マJ

し
て
計
算
し
能
は
ざ
る
商
工
從
業
者
を
增
大
し 

た
る
も
の
^
爲
さ
ざ
る
可
ら
ず
0
ゾ
ン
パ
ル
ト
敎
授
が 

近
世
工
業
的
技
術
的
發
達
の
特
徵
を
捉
へ
て
道
破
し
た 

る

r
®

機
物
に
依
る
有
機
物
の
置
換

」
v
e
r
d
r

p.'n§
ng

der 

o
r
g
s
l
s
c
h
e
n

 M
a
t
e
n
e

 d
u
r
c
h
,

 die 

unor^anische 

 ̂

の
大
勢
の
爲
に
此
人
口
の
工
業
化
は
益
々
.著
明
な
る
を 

致
せ
る
も
の
マj 
す
。(Rieser, 

a. 

a. 

p
 s. 

1
0
20

1
 

し
燃
料
ど
し
て
石
炭
が
木
材
に
代
办
"
家
屌
橋
梁
船
舶 

機
械
道
具
等
，の
材
料̂

し
て
鐵
が
木
材
に
代
ら
ん̂
 

は
"
人
口
統
計
は
玆
に
其
の.從
農
人
ロ
ビ
し
て
數
べ&
 

れ
た
る
從
林
人
口
は
減
少
し

H

業
的
人
口
の
增
大
し
た 

る
こ
ど
を
示
す
可
け
れ
ば
なb
o 

,

吾
人
は
.先
に
國
內
の
交
通
及
通
商
に
關
し
第
十
九
世 

紀
初
頭
に
存
在
し
れ
る
麵
難
障
碍
を
叙
說
し
れ
ぅ
し 

が
"
之
^
共
に
當
年
の
外
國
質
易
の
大
勢
を
督
見
せ
ざ 

る
可
ら
す
。
世
人
往
々
當
年
の
-獨
逸
は
夥
し
き
農
産
物 

を
輸
出
し
た
ゲ
し
ゼ
擧
ぐ0
常

年j

方
に
於
て
穀
物
木 

材
羊
毛
等
が
國
內
需
喪
に
超
へ
相
當
の
輸
出
ぁ
り
れ
る 

も
、
他
方
に
於
て
皮
革
亜
麻

g

花
其
他
の
原
料
品
の
輸 

入
は
右
の
輸
出
金
額
に
超
へ
、
其
差
额
は
製
造
品
の
輸 

出
を
以
て
決
濟
し
れh
き
。
然
れ
'<
!
:
'此
製
，造
品
の
輸
出 

額
は
其
年
以
降
ェ
業
的
發
展
蔚
然
ビ
し
て
隆
興
し
た
る

1

A
七

1

年
以
狻
の
芏
業
品
輸
出
额
に.比
較
す
れ
ば
®

. 

々
擧
ぐ
る
に
足
ら
ず0

1

八
七
五
年
に
於
け
，る
製
造
品 

輸
出
額
は
輸
出
總
額
の
-一一

 
割
七
分
を
占
び
る

に
過
ぎ
ざ 

り
し
が
、1

九

1

〇
年
に
は
實
に
六
割
五
分
の
巨
數
を 

示
す
に
至
れ
り
。

、
 

I 

獨
逸
の
化
學
及
電
氣
工
業
が
世
界
市
場
に
占
め‘#
た

j 

る
其
偉
大
な
る
成
績
は
此
急
激
な
る
進
步
の
跡
を
實
證
.I 

し
て
餘
ぅ
ぁ
6

ど
雖
も
，.
一
方
製
造
品
の
輸
出
統
計
上 

に
^?
る
大
增
加
を
示
せ
る
も
の
あ
り
し
の
み
な
ら
ず
，•
 

他
方
製
造
品
の
生
產
高
其
者
は
觅
に

1

層
芭
大
の
比
倒 

を
以
て
膨
脹
し
れ
る
は
驚
嘆
に
値
ひ
す
可
しQ
換

言

す| 

れ
ば
獨
逸
の
1

般
的
繁
榮
の
結
果
國
內
消
费
は51
に

異| 

常
の
割
合
を
以
て
增
大
し
れ
る
も
の
ど
すo
之
ビ
同
時 

R -
第
十
九
世
紀
の
中
葉
にM
る
ま
で
の
獨
逸
は
鐡
遒
、

一
 

'
電
氣
鐵
道
、
®
斯
、
水
道
、
運
河
等
の
建
設
修fc
R
要 

す
る
資
本
を
英
、
白
國
等
の
供
給
に
待
ち
、
隨
て
是
等 

の
，元
利
金
の
償
却
上
輸
出
額
を
增
嵩
せ
ざ
.る
可
ら
ざ
る 

地
位
に
立
て
る
を
以
て
，
外
國
爲
替
相
場
放
に
保
譏
政

,
第

九

怨
2

ニ
九
允)

雑

錄

，
?

九
|

じ
於
2

策
上
比
年
輸
出
質
易
は
非
常
に
助
長
獎
勵
せ
ら
れ
て
國 

隙
貸
借
關
係
は
常
に
順
調
を
呈
し
れ
り
し
が"
殊
に
，

1 

八
七
U
年
以
後
ニ
億
，萬
磅
の
償
金
が
追
次
怫
蘭
西
ょ
う 

流
入
し
來
る
に
&
し
 

> 
兹
に
獨
逸
は】
躍
し
て
債
務
國 

ょ
&
憤
權
國v

j

な
う
"
逆
に
自
國
資
本
を
輸
出
す
る
の 

域
に
達
せ
i

o
現
時
に
於
け
る
獨
逸
人
の
海
外
投
資
额 

は
i
lt
七
億
五
千
蔣
乃
；生
十
億
萬
#
^
註
せ
ら
る
れ
ば 

之
ょ
$
生
す
る
利
子
又
は
利
_
は
海
運
運
賃
各
種
保
險 

料
其
他
商
事
會
社
手
數
料
等
の
收
入̂
合
勢
し
て
、
同 

國
賀
爲
統
#

に
表
«
れ
^
る
逆
調
的
乂
は
消
極
的
國
際 

貸
借
關
係
を
化
了
し
て
實
質
上
に
は
順
調
的
又
は
橫
極 

的
國
隙
支
拂
關
係̂

ら
し
む
o
事
實
上
同
國
連
年
の
輸 

入
超
過
は
必
ず
し
も
海
外
投
資
元
本
の
辨
濟
を
意
味
せ 

.
ず
し
て
寧
ろ
投
資
貨
付
の
生
め
る
利
澗
利
子
の
償
珣
を 

表
韋
す
.。

1

;L
.
l

1

年
に
.於
け
る
獨
逸
の
輸
入
超
過
は 

正
に
八
千
萬
磅
の
巨
額
に
達
せ
う̂
雖
も
、
而
も
近
年 

同
國
經
濟
界
が
皴
腹
し.つ
、
あ
る
經
濟
的
繁
滎
^
對
し 

.

誰
か
火
山
頂
上
の
舞
踏
な6V

J

し
て
疑
を
挾
む
可
き
。

.
獨逸經濟靈の！斑
第
十
一
號
九
瓦



姑九怨

2

h
〇
o
>雜錄

、
註
、
此
項
を
讀
.ん
で
覺
え
^

同
.想
す
る
を
禁
じ
得 

ざ
る
も
の
は
％
、
織
に
：：--
|
貨
幣
の
：意
義」

.及

「

公
債
ど
, 

株
够」

' 
の
名
著
を
英
國
金
融
經
濟
學
界
に
供
給
し
て 

其
雜
名
を
馳
せ
た
る•

ハ
I

ト
レ
.丨
身
ク
ィ
ザ
ー
氏

の. 

「

外
.國
爲
替
ir
i

0
第

三

章「

貿
易
及
#
勞」

：
の
叙 

述
な
&

ど
す
0同
國
有
名
な
る
銀
行
學
者1
チ
®
工
一 

ス
タ
フ
ォ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ル
敎
授
が
同
書
を
爲
替
論
中
の
一 

S

眉
な
を
ヒ
：謙
し
で
之
を*
む
も
の
復
れ
類
書
を
.繙 

く
を
須
ゐ
ず
S
謂
ひ
，"
吏
：に
：同
書
の
巨
大
の
引
力
が
，
一 

.

»
づ
く
所
の
も
の
は
何
ぞ
や
ヾ
し®

M
し
來
り
，
當
年 

•货
幣
學
上
の
權
威
ジ
ユ‘
1
ム
ス
0
ス
チ
ユ
ア
ー
ト
が 

>

五
+

年
前
に
自
間
自
答
し
れ.る
問
"
貨
幣
理
論
が 

爾
く
祓
.雛
：せ
る
は
何
故
ぞ
や
答
，•,
:
?
:は
：變
則
的
な
る—

謎
語
を
以
て
理
論
を
錯
雜
せ
し
む
れ
ば
な

hv
j

謂
ふ

\

 

有
名
な
る
1:
對
の
問
答
を
引
用
し
て

「

果
然
ク
ィ
ザ 

1

ス
^

は

凡

ザ

の

謎

語

：
の

‘强

敬

た

-CV

退
：治
し
盡
さ
ざ 

れ
ば
Jh

參

1
VJ

有
ゆ
る
！
！
嘆
の.辭
を
吝
ま
ざ̂V

し 

§

名
藩
は
> 

權
に
，我
：學
界
を
稗
益
す
‘る
こ
ビ
•き
な
か

九
六

.
&ざ
る
可
く
、
亦
®
實
上
多
大
0
影
響
を
與
へ
つ
、 

あ

る

を
！
i
o
o 

(Tl;e 

E
c
o
n
o
B
i
c
J
o
u
m
a
l
,

 

June,

1
9
1
4； 

p. 

2
5
7
.

掘
江
：博
士
貨
幣
論
第
十
章
第
七
節
 ゝ

同
傅
士
銀
行
論
第
十
六
寧
> 
序
乍
ら
貨
幣
學
上0
用 

語
.の
不
統1 .

が
貨
幣
理
諭
の
闡
明
を
，妨
ぐ
る
所
以
な 

る
を
カ
說
せ.る
も
.の
古
來
尠
な.か
ら
ず̂

雖
も
9 

ニ 

プk

ソ
ン
敎
授
及
ジ
、
，
ン
ソ
ン
敎
授
明
岛
に
之
を
嘆 

せ
る
を
注
意
し
可
し̂
す
。.(J. 

S
h
?
e
l
d

 

N
k
o
I
S
O
B
,

 

M
!
o
n
e
y

.p
n
d
.
 m

o
n
e
t
a
r
y

 p
r
o
b
l
e
m
s

 pp.. 

t. 

2; 

Ji 

F
.

 

J
o
h
n
s
o
n
”

 

M
o
n-f
l
)
yPJ
n
d
 

C
u
r
r
e
n
c
y
,

 

o
. 
o
:v

尤
も
舊
く 

英
國
の
碩
學
ジ
工
グ
ォ
V

ス
が「

*

へ
乎
早
く
も
檀. 

>
p
に
斷
ち
表
れ
る.ぁ
の
は
ぁ&
>

」

'も
、
我
經
濟
學
潜 

.の
'何
人
ど
、雖
も
經
濟
學
東
の
此
錯
：
節
を
解
決
せ 

る
'も
の
あ
办
し
も
覺
え
命

」

；VJ:

長
太
息
.し
、 

c
'
e
v
o
n
s
'
i
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
s

 

i
«Cu

r
r
e
n
c
y

 

and. 

F
i
n
a
n


ce, 

p. 
3
V
>

又
^

^

燠
國
の
博a

力
I

ダ
® 

メ
シ
ガ 

丨
敎
授
が
ぅ
謎
の
如
き
货
幣
现
象
は
'求
解
決
の
®
.
♦
 

A

に
.引
繼
が
.れ

.
た

貨

幣

の

性

®

及

職

分.に

關

す

馆十九

#
•紀
卩
於
け
る
獨
逸
經
濟
较
_
の
一
斑

站
十
一
號

る
最
栊
本
的
間
題
k

t
て
も
學
者
間
に
亦
一
の
定.
1 

.な
し
0
,實
に
今
日
.比
於
で
す
&
»
滿
足
す
可
き
貨
幣 

理
論
に
接
す
る
こ
マJ

な
し
^
す」

S
慨
嘆
せ
る

は
 

(

H
.
s

w
c
o
n
o
m
l
c

 

Journal, 

June, 

1
8
9
2
,

V

2

4

0W 

な
ほ
効
力
を
有
し
、
ラ
フ
リ
ン
、

ア
？
グ
ィ
ン
グ
®
フ 

き
シ
ヶ
ー
、
ケ
ム
.メ
ラ
ー
の
諸
敎
授
が
交
々
立
ち
て 

米
國
經
濟
學
界
に
雄
篇
を
紹
介
せ
る
現
今
に
至
り
て 

も
未
だ
眞
な
る
を
失
は
ず̂

は
雖
も
、
を

は
慨
ね
貨. 

幣
の
純
理
殊
に
貨
幣
の
憤
値
の
成
立
放
に
貨
幣
價
値 

變
動
の
原
則
に
關
す
る
も
の
に
し
て
、
菩
人
の
获̂

i 

謂
へ
る

外
國
爲
替
論
ビ

相
關
は

る

‘こ
S 
■
し
S
すo

 

各
て
ク
ィ
ザ
ー
氏
は
國
際
賀
易
は
財
貨
及
勸
勞
の 

交
易
に
し
て
"
輸
出
入
品
に
^
貨
、
貴
金
屬
等
の
有
一 

形
輸
出
入
品 

A 

visibles 

imports 

a
n
d

 

exports 

ど

手
形
引
受
料
、
；へ
運®r

保
險
料
，
株
式
配
當9
公
債 

祉
僙
利
息
等
の
無
形
輸
出
入
品̂ invisible 

^1

日
丨 

PGrti a
n
d

 

exports .

存
在
す
る
こ
マ
し
を
考
察
す
れ
ば 

_
1國
の
國
際
貨
惜
又
.«
.國
際
支
拂
は
相
殺
せ&
れ
1.

館
九
卷

輸
出
品
は
價
格
上
輸X
品
.ビ
均
#;
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
. 

こ VJ 

exports .must 

equal imports 

を
前
提
し
、
_
 

際
支
拂：

に
關
す
る
杣
象
的
國
際
貨
借
表
を
假
設
し
て 

其
關
係
を
叙
說
す
る
こ_ビ
輕
妙
明
快
な
.る
を
見
るVJ. 

雖
も
ゝ
今
本
文
に
關
係
を
有
す
る
の
み
な&
ず
、
偾 

權
國
た
る
英
獅
佛
等
が
輸
入
超
過
國
.た
る
可
く̂.̂
て 

事
實
上
輸
入
遛
過
國
れb
 (

愛
^
謂
ふ
輸
出
入
超
過 

ビ
は
謂
ゆ
る
有
形
財
の
輸
出
人
即
ち
貨
物
の
輸
出
入 

の
み
を
指
す
こ
ビ
：論
勿
し
：

T

偾
務
國
た
る
米
國
鏃
國 

等
が
理
論
上
輸
入
超
過
國
.た
る
可
く
し
て
實
睽
上
亦 

輸
出
超
過
國
れ
る
に
拘
ら
ず
輸
入
超
過
國
た
る
に
對 

し
此
部
朝
野
に
幾
多
の
論
議
を
絕
た
ざ
る
を
目
擊
す 

る
を
以
て
、
姑
く
ク
ィ
ザー

ス
氏
の
所
說
を
叩
か
ん 

ど
欲
す
。Hartley withers" 

M
o
n
e
y
-
c
h
a
n
g
i
n
g
.

 pp* 

6
0
- 6

9
, 

also 

p
,

00
4

0

s
し
卑
見
を
以
て
す
れ
ば
我 

資
易
現
狀
に
樂
観
す
る
も
の.に
も
將
た
悲
観
す
る
も 

の
rc
も
、
典
に
其
論
議
感
愦
ミIS
SS
S

R

?

て
JE 

鵝
を
失
ひ 

>
'立
論
必
ず
し
も
精
細
なS
ざ
.る
も
の
尠

第
十
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九
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一
ー
ー
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雜

錄

第

十

九

世

紀
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於
け
ゐ
獨
逸
.經
濟
發
鋒
の
一
斑



^
圪

傲

(

ニ
1ー〇ニ

)

.

雜

錄
第
十
九
世
紀
！

I

於
け
る
獨
缌
經
濟
鞔
達
の
.
一

斑

第

十

|

號

允

八

產
カ
を
a
得
せ
る
も
の
^

U
て
は
米
國
印
度
濠
洲
殖

な
か
ら
ヤ
し
てV

同
氏
に
學
ぶ
所
多
.か
る
可
き
を
信 

す
れ
ば
な
^
V
O雜
誌
の
傅
ふ
る
所
の
片
言
隻
語
固
ょ 

ぅ
其
眞
相
を
捕
捉
し
能
は
ず
ヒ
雖
も"
近
く
十1

月 

八
日
の
我
社
會
政
策
學
會
席
上
に
於
け
る
堀
江
敎
授
.

の「

資
本
の
移
動
ビ
貿
易0 |

變
調」

は
或
は
ク
ィ
ザ
ー| 

ス
氏
の
系
統
を
踏
み
れ
る
論
辯
に
わ
ら
ざ
ぅ
し
か
。

(

國
民
經
濟
雜
誌
第
十
七
卷
第
六
號
第
一
四®
頁)

.

國
勢
非
常
の
急
調
を
以
て
發
展
す
る
も
、
資
本
の 

充
實
遠
く
典
經
濟
發
達
に
追
從
し
能
は
ず
し
て
®
に 

公
債
社
債
#
株
券
等
の
有
價
證
券
を
輸
出
す
る.時

代

\ 

の
新
興
國
^
し
て
«
日
本
|̂
-奈
1̂

露
西
51
:

£
其

西

哥j 

を
擧
ぐ
可
く
、
是
等
に
ぁ
ぅ
て
は
勢
ひ
貨
物
の
輸
入 

超
過
を
誘
致
す
翁
：レ
V

經
濟
上
の
筱
展
が
猶
未
たj 

熾
烈
に
ノ
國
內
資
本
の
み
を
以
て
所
要
の
資
金
を
充
ゾ 

た
す
に
足
ら
ず
"
勢
ひ
.

1

方
忙
於
て
は
有
價
證
券
を 

輸
出
す
る
.
£同
時
に
"
他
方
に
於
て
は
曾
て
瑜
出
し 

れ
る
鈕
大
の
有
價
證
券'0
利
札
の
輸
入
急
な
る
も
の 

p
p
r
-
而
ャ
後
者

.の
支
挪
化
應
じ
て
激
_
办
ゎ
る
生

民
地
を
引
例
し
得
可
ズ
？
是
等
の
邦
國
の
輸
出
は
輸 

入
に
超
t

を
例
ど
す
o
資
本
充
實
し
盛
に
有
價
證 

券
を
輸
入
す
る
ど
同
時
に
其
れ
に
超
ゅ
る
苴
额
の
利 

礼
配
當
券
を
輸
出
す
る
域
に
達
し
た
る.邦
國
S
し
て 

は
英
怫
獨
を
.引
例
す
可
し
o

E
に
按
ず
る
に
舊
き
海 

外
投
賢
刺
娜
の〗：

部
ど
し
て
貨
物
を
輸
入
し
、
又
其 

1
部
を
新
投
資
に
振
昝
へ
っ
、?>
る
點
に
就
き
英
國 

マ

j

揆

を
—»
■
に
せ
る
先
進
國
ヒ
し
て
は
佛
蘭
西
獨
逸
和 

蘭
白
耳
義
及
瑞
西
を
數
ふ
る
こ
ど
を
得
。
就
巾
獨
逸 

を
採
b

て
之
を
»

る
0
.同
國
連
年
賀
易
上
の
逆
調
を 

示
し
つ
、
あ
る
理
由
の
一
は
懐
に̂
國
の
如
く
其
偉 

大
な
る
海
運
業
，§
#

&
す

利

益

.に

依

る

も

の

な

る
可 

し
o
而
し
て
潑
测
れ
る
經
濟
發
琨
の
途
上
に
办
る
獨 

逸
が
膨
脹
想
去
ざ
る
自
國
企
業
比
投
資
を
試
み
"
更 

は
外
國
企
業
に
對
し
て
放
下
.す
可
き
莫
大
の
資
金
を 

剩
ま
し
得
た
h
 w

®

b
t '
'°
さ
れ
ば
同
國
は
其
大
膽 

敢
爲
の
鈒
行
槳
を

利
用
し
、
巴
狙
倫
欵
兩
市
場
に
於

け
る
®
#
資
金
を
猎
入
れ
又
絕へ
す
其
手
形
期
限
を 

M
新
し
，
之
を
以
て
他
國
に
放
資
し
若
く
は
金
融
を 

與
べ
つ
、
あ
る
こ
^
明
な
3
:̂
す
_
5 

.
斯
の
如
く
外
國
有
證
券
を
輸
入
す
る
を
標
準

w

し

て
.各
邦
國
を
分S

す
れ
ば
槪
ね
左
の
三
種
類
を
得
可 

し
o 

:

、J

1

旁
興
國
民
は
舊
外
fi
k

の
和
札
を
輸
入
す
.る
ょ
^\

も 

st
R
多
く
の
新
有
價
證
券
を
輸
出
し
て
益
々
其
債
務 

國
た
る
色
彩
を
濃
厚
に
す

o

而
て
其
輸
出
新
證
券
の 

支
柳
ど
し
て
輸
入
せ
ら
る
、
貨
物
の
偾
格
は
自
づ
か 

ら
其
輸
入
利
札
の
支
挪S
し
て
輸
出
す
る
貨
物
の®
 

格
を
超
過
す
可
き
が
故
に
"
其
賀
易
差
额
に
は
謂
ゆ 

る
逆
調
を
呈
す
る
を
免
れ
ず0
而
て
此
時
代
に
あ
る 

邦
國
は
常
に
寧
ろ
危
險
を
伴
ふ
も
の
な
る
を
以
て
外 

資
輸
入
上
相
當
の
戒
心
を
加
ふ
る
こ
ど
を
必
要ビ
す 

可
し
。
蓋
し.1

旦
國
際
風
雲
去
來
嶮
し
く
戰
僦
、
戰 

爭
勃
發
の
恐
怖
劳
く
は
恐«
が
民
衆
を
驅
$
て
貨
幣 

を
.樹
丁
に
納
.め
し
め
债
桢
國
民
^

ひ
で
■財
^
.
の
ロ

m
九
舱

を
締
む
名
こVJ

あ
ら
ん
ド
は
、
此
®
券
輸
出
時
代
の 

邦
，國

は1

方
新
證
芬
を
輸
出
し
得
ざ
る

VJ

同
時
に
" 

他
方
取
付
'»
&
れ
た
る
利
札
配
當
#
を

支

拂..
«

ざ

る
 

可
ら
ざ
る
羽
目
に
陷
る
な
き
を
必
す
可
ら
ざ
れ
ば
な 

ぅ
。
加
之
外
債
の
®
難

な

ら

ざ

る

限

是

等

の

國 

民
は
喺1

筋
に
百
花
燎
亂
た
る
將
來
の
み
を
趣
望
す 

,る
の
餘
，
自
づ
か
ら
何
時
か
は
到
達
す
可
し
ビ
信
す 

る
生
産
力
の
根
源
を
も
外
國
資
本
の
抵
當
た
ら
し
め 

て
顧
み
ざ
る
0
鱗
あ
.る
も
の
マ」

すO

 

ニ
新
進
氣
銳
の
邦
國
た
る
も
同
時
に

1.

層
經
濟
的
發 

達
を
遂
げ
た
る
國
民
に
至
ぅ
て
は
"
猶
新
有
價
證
券 

の
輸
出
を
絕
た
す̂

は
謂
へ
、
之
ょ
り
は21
に
鈑
額 

の
舊
外
債
の
利
札
を
輸
入
す
可
き
が
故
に
、
»
利
息 

支
拂
用
マj

し
て
盛
に
貨
物
を
輸
出
す
可
く
隨
て
其
輸 

‘，
街
入
差
額
は
.謂
ゆ
る
順
調
^
し
て
表
は
るo

三
觅
に
數
段
の
經
濟
的
發
展
を
遂
げ
た
る
先
雜
國
民 

R

M
れ
ば
、
外
國
證
券
を
輸
入
す
る
ょ6
も
一
脊
の 

大
速
力
を
以
て
利
札
：配
當
券
を
輸
出
す
可
く
、
債
務

锻
十
一
虢 

允
九

(
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3

2
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九

世

紀
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於
け
る
i

經
濟
8
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斑
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雜
錄
鳐
十
丸
世
紀
に
於
け
る
獨
逸
經
濟
錢
綴
の1,斑

國

は

其
刺
札
を
支
柳
は
ん
が
爲
め
に
商
品
を
輸
出
す 

可

き

が
故
に
、
.其
外
國
貿
易
は
逆
調
を
呈
し
有
形
的 

輸
入
品
は
必
ず
輸
出
品
に
超
過
す
可
し
。
今

1

例
を 

擧
ぐ

れ

ば

、
英
國
の
海
外
投
資
ょ
&
生
ず
る
債
權
は 

年
額
約
十
八
億
萬
®
に
達
す
る
を
以て

、

縱
へ
同
國 

が
年
額
十
六
億
萬
磅
の
新
有
價
證
券
を
輸
入
す
ビ
な 

す
も
"
猶
約
ニ
千
萬
磅
丈
け
は
何
等
の
有
形
的
輸
出 

品
を
以
て
支
拂
を
爲
す
を
喪
せ
ざ
る
所
の
貨
物
を
輸 

入
し
得
可
き
を
發
見
せ
んo 

'

以
上
ク
ィ
ザ
ー
ス
捣
所
說
の

1

端
を
叩
き
れ
b
o 

思
ふ
に
英
怫
獨
等
の
先
進
國
が
旣
.に
刺
札
輸
出
時
代 

c
o
u
p
o
n
-
e
x
p
o
r
t
i
n
g

. st
a
g
e

-;'

K
到
達
し
北
米
合
衆
國 

が
利
札
輸
入
時
代
，
 

coupon.importing 

⑺ぼ
㈧
n>
に
*
 

入
し
た
る
今S3、

我
日
本
帝
國
ば
當
に
第1.

期
た
る 

證
券
輸
出
時
代secuxity-exporting

良
资
を
步
め 

4
ク
イ
ザ
V
メ
氏
の
謂
ゆ
る
總
_
出
入
均
衡
の
原
則 

よ
う
觀
察
し
て
®
述
年
の
輸
入
超
過
の
趨
勢
亦
避
け 

得
可
ら
す

$
す
0
_然
$
匕
雜
1

菩

人

は

英

國

，正

統

學

第
十1

號

l
o
o

■

派
の
流
を
掬
み
て
自
由
貿
易
の
舊
想
を
夢
む
も
の
に 

あ
6
ず
し
て
"
唯
新
興
國
が
：

1

度
は
斯
る
狀
德
に
苦 

.

腿
せ
&

る
可
き1

般
的
傾
向
を
認
め
"
世

上

有

®

の 

士
屢
々
經
濟
理
則
に
耳
％
拖
ひ
徒
に
悲
壯
の
論
議
を 

高
調
す
る
の
寧
ろ
時
務
に
迀
に
し
て
世
に
用
な
き
を 

警
め
ん
ど
す
る
の
み
。
若
し
夫
れ
放
縱
な
る
外
資
輸 

入
の
往
々
危
殆
を
孕
み"
無

策

.の

通

貨

膨

脹

が

輸

入 

を
助
長
す
る
を
憂
ふ
る
に
至6
て
は
吾
人
豈
人
後
に 

落
つ
る
も
の
な
ら
ん
やo

S

毛

)

斯
の
如
く
獨
逸
は
巨
億
の
資
本
を
海
外
新
進
國
に
放 

下
し
債
權
國
の
地
位
に
到
達
し
れ
る
を
以
て
、
然
&
ざ 

る
場
合
に
於
て
は
到
底
雛
か.る
可
き
穸
大
のH

業
的
人 

ロ
を
支
持
す
る
こビ
を
得
る
に
至
れ
此
間
の
消
息 

くm

同

國

海

外

移

民

が

近

年

全

く

其

跡

を

絕

.て

る

事

實

に 

へ
依
ぅ
て
證
明
せ
ら
る
可
し;:
:0

從
來
の
記
鏹
を
破
れ
る1
. 

八
昼
一
年
に
於
て
二
士 I

离
九
15

ニ
人
の
獨
逸
人
は
祖 

國

を

猞

.
て
®
に
米
國
に
移
住
し

れ
$

ど

雖

も1
同
年
以

後
移
说
數
は
年
侮
に
減
退
し
、1

九

j

1
年
の
移
民
總 

數
は
ニ
簕
こ
千
六
西
九
十
人
，1

九 
一

ニ

年

に

は

約

：一
，
一 

.萬
を
示
せ
る
にM

0

t

而
て
斯
る
少
數
の
移
民
は
獨 

逸
移
入
民
‘に
侬
て
優
に
相
殺
せ
ら
れ
れ6

?

•
第
.ニ
期
中
斯
く
發
達
'の
趨
勢
を
繼
續
し
來
れ
る
農
業

j 

狀
滕
ょ
6

X
業
狀
德
べ
の
變
遷
運
動
は̂

會

々

當

年

食j 

料
品
供
給
國
の
競
#
激
烈
を
極
奶
れ
3
し
.七
十
年
に
.入 

$

て
*

^
に
數
段
の
大
狻
達
を
遂
げ
れ4

0

人
及
資
本 

が
最
大
報
酬
の
見
込
あ
る
產
業
に
流
動
す
る
は
經
濟
上

\ 

自
然
の
法
則
に
し
て
、
獨
逸
人
ロ
の
地
方
的
诞
に
職
業
ニ 

的
移
動
之
を
明
證
す。

1

八

H
C

乃
至
七

に
は
主j 

農
地
方
の
A
ロ
に
九
割1

分
、
西
部
及
南
部
獨
逸
に

tj 

| 

割
彐
分
の
人
ロ
增
加
率
を
示
せ
る
に
對
し
ノ

1

八

七j

一
 

乃

至1

九
〇
0
年
に
は
前
者
に
ニ
割
六
分
、
後

者

に

七ン
 

割
九
分
の
墦
率
を
.見
れ
ぅ
。
是
に
於.て
か
"
叙
上
大
勢 

に
依
&
最
も
深
き
影
響
を
蒙
り
れ
る.貴
族
及
大
農
階
«

は
、
其
危
局
ょ
ぅ
«
出
せ
ん
が
爲
め
ド
1
齊
に
立
ち
て 

.政
府
保
讓
の
運
動
を
開̂

し
た
-
し̂
が
、
當
時
f
々
軍

備
费
大
膨
脹
に
應
す
可
き
新
財
源
を
穿
饌
し
つ
ゝ

.あ
 々

し
帝
國
政
府
は
直
に
之
に
處_
し
，I「

八
七
九
年
工
業
. 

原
料
品
れ
る
農
產
物
の
輸
入
に
故
し
て
保
讓
關
稅
皸
策 

を
採
用
し
"
爾
後
幾
度
か
一
般
生
活
费
の
昂
騰
を
忍
び 

つ 

>
關
晚
率
を
引
上
ぐ
る
所
あ
々
し
に
拘
らf'
z
*獨
逸 

が
益

々
X
業
國
た
ら
ん
ど
す
る
傾
向

u

は
何
等
見
る
可 

き
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
マ

j

を
#
t'
し
て
、
商
エ
立
國
の 

大
勢
は
滔
々
マJ

し
て
大
河
を
決
す
る
槪
あ6
き
o 

商
工
業
の
大
發
展
は
自
づ
か
ら
貨
物
運
輸
及
人
の
移 

動
旅
行
の
絕
へ
ざ
る
堪
大
を
伴
ふ
。
試
に
旅
行
を
觀
る 

1

方
に
は
都
會
生
.活
の
上
進
*
雜
を
加
べ
行
く
に
伴
ひ. 

快
樂
慰
籍
の
爲
に
す
る
行
樂
旅
行
益
々
繁
き
.を
加
ふ
る 

ど
同
時
に
、
他
方
に
は
盛
に
各
地
角
を
往
來す
る
商
業 

旅
行
者
の
商
界
情
報
を
蒐
集
し
市
況
を
硏
究
し
注
文
縈 

■
む
る
わ
i

、
商
工
界
'の
將

帥

銀

行

家

金

融

家

の

.異

地

多
數
‘の
會
11
:
重
.役
:̂

し
て
頻
6
に
長
途
の
旅
行
を
試
む' 

る

て

交

通

機

關

の
.發
達
は
：無
前
の
盛
を
致
し
扣 

ぅ
。
今1

1
H

の
數
字
を
擧
ぐ
れ
ば
、I

九
〇
1
年
杧
於

第

九

爝(

1
§

五
ソ
雜
錄
第
十
九
批
紀
に
於
け
る
獨
逸
紙
濟
錢
達
，の

一

斑
f

T
號
：

！
〇

；



»

る
幹
線
鐵
逍
に
依
る
貨
物
運
送
は
三
億3£
'
千
ニ
西
五
' 

十

二

務

六

千

呶

ゝ

運

賃

收

A
六
千
八
十
萵
磅
を
出
で
ざ 

5
し
に
"

1
九

1
〇

年

に

は

各

々

五

、億

七

千

五

西

三

十 

與
噸
及
九
千
五
西
离
破
を
超
へ
、

一
九
〇

一
年
に
於
け 

る
阆
上
旅
容
は
八
億
七
千
六
西
离
人
、
運
賃
收
入
ニ
千

\

 

八
W
莴
磅
に
過
ぎ
ざ
ぅ
し
に"

1

九

1
〇
年
に
は
各
 々

十
五
億
四
千
百
與
人
及
四
千
.ニ
百
七
十
五
萬
磅
に
達
し
一 

た
i

o
之
に
加
ふ
る
に
支
線
輕
便
線
及®
氣

鐵

道

に

依\ 

る
運
輸
交
通
を
加
算
す
れ
ば
實
に
夥
し
き
發
達
を
示
せ

• 

る
や
言
を
俟
た
すVJ

す
。
次
に
鐵
遨
運
送
の
外
殊
に
貨 

物
述
輸
に
就
き
河
川
運
送
が
演
じ
た
る
重
要
な
る
役
割 

を
逸
す
可
ら
ず
。
巨
额
の
エ
事
费
は
運
河
開
盤
及
水
路

一 

改
善
に
注
入
せ
ら
れ
て
航
行
延
長
は
八
千
哩
に
達
し
" 

獨
逸
國
內
の
貨
物
連
輸
總
計
の
約
一
一
割
五
分
は
之
に
依 

る
な
々
。
然
れ
ど
河
川
述
送
に
比
較
し
更
に
數
段
の
大 

發
達
を
遂
げ
た
る
も
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
獨
逸
海
運 

業
に
し
て
"
蒸
愾
舶
用
機
關
の
進
步
改
良
栩
瓯
ぃ
で
出

第
十一

破

i
O
U

振
張
あ
る
に
會
し
で
此
勢
は
大
に
肋
提
せ&
れ
た
る
，
^
 

V

八

七一

年
に
於
け
る
獅
逸
海
抓
業
は
僅
に
純*
 

數
A'
萵
ニ
千
"
隻
數
西
四
十
七
、
船
員
四
千
七
西
三
十 

六
に
依
i

て
其
全
勢
力
を
代
表
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
ざ 

P

レ
'

^

1

九

】

ニ
年
に
於
て
は
三
西
ニ
莴
三
千
七
莒 

十
五
噸
，
四
千
四
1
1
1十

！
ー
一
狻
及
七
萬
五
千
宵
三
十
人 

の
勢
力
を
呈
す
る
に
至
れ6

0
漢
堡
逝
米
利
加
及
北
獨 

逸
0
以
帑
の
一
一
大
企
業
が
世
界
の
侮5 1
界
に
占
め
得
れ 

る
最
も
高
き
地
位
に
就
て
は"
遍
ね
く
世
人
の
熟
知
す. 

る
所
玆
に
贄
說
を
須
ゐt
o

註
"
思
ふ
に
獨
逸
製
品
"
英
國
へ
輸
出
す
る
^
事
- 

實
上
斯
く
標
示
す
る
こ
マ

J

を
强
制
せ
ら
れ
た
る
■
ゆ 

る
獅
逸
製
品
‘
.
^

a
d
o

 

in 

G
e
r
m
a
n
y

が

®

游

ド

ー

グ 

ァ

ー

海
«
を
越
へ
觅
に
世
界
谷
狗
を
佼»
し
れ
る
" 

將
又
一
八
七
四
年
に
は
英"
米
、
怫
、
獨
の
順
序
化 

立
て
る
獨
逸
海
運
業
が
"】

八
八
四
年
俄
然
衰
颓
サ 

る
米
國
を
凌
ぎ
"

1
八
八
九
年
«

3
西
を
抜
き
、

1 

九
〇
八
年
其
一rr

w

三
十
一
一
莴
純
呶
を
以
て

1|
1*
界

海

雄

現

せ

る

時

に

當

f
異
す_

可
き
同
國
外
國
貿
易
‘の
大

'.
- 

-..... 

- 

.... 

,

■

■■
■-■,-
-■.
.
-•■
,
.
: 

-- 

■
■
■
■
■

-
.
.
.
.

(

ニ ilo

六)

雜
錄
瑢
十
九
世
組

r«
於
け
^
樹
逸
緙
濟
筱
姥s

n

斑

全
勢
力11

千
六
十
三
萬
三
千
純
噸
のj

0

j

分
ニ
厘 

を
割
有
し
て
"

か
の
無
腐1

千
三
十
五
^
純
呶
を
以 

て
同
五
割
二
分
を
占
有
する
英
國
海
運
業
の
大
牙
營 

に
岗
逍
し
た
る
、

凡
そ
是
等
は
英
獨
經
濟
的
礙
秀
の 

抗
银
延
い
て
政
治
的
抗
领
を
酿
成
し
れ
る
所ft
た

る

\ 

な
か
&
ん
や
加
ふ
る
に
獨
逸
海
述
業
比
年
非
常
の
加
一 

速
度
を
以
て
發
展
し
つ
、
あ
り
し
に
對
し
、
英

國

海

\ 

上
運
送
業
の
發
達
は
比
較
的
遲
緩
た
り
し
に
於
て
を

j 

や
o 

(
s
e
s
e
,

 

a. 

a. 

p
 S, 

1
2
1
.
)

而
て
兩
國
海
運
一 

業
の
消
畏
を
代
表
す
る
も
の
は
"
英
國
の
キ
ュ
ー
ナ
一 

丨
ド
に
對
す
る
獨
逸
の
漢
堡
亞
米
利
郵
船
會t
t Di

e

 

| 

H
a
m
b
u
r
g
A
m
e
r
i
k
a
n
i
s
c
h
e
p
a
k
e
t
s
c
H
f
f
a
h
r
t
-
A
k
t
i
s
g
e
-

 

|

sells&afl 

及
北
獨
逸
呂
以
帑
會a

D
e
r

 N
o
r
d
d
e
u
t
s
-

 

c
h
e

 

L
l
o
y
d

の
競
#

た
る
こ
^
は
世
人
の
熟
知
す
る 

所
フ
然
る
に
此
1
片
の
抗
锇
史
に
就
て
吾
人
に
甚
大

就
て
、
保
霞
的
光
彩
の
濃;9
な
る
獨
逸
^
ぁ
办
て
卿 

く
"
却
て
英
國
に
於
て
厚
き
を
發
見
する
事
實
な

 々

^

t

o政
府
補
助
金
は
僅
に
北
獨
逸
呂
以
帑
の
®
期 

線
及
獨
逸
策
阿
弗
利
加
會
社
の
東
洋
方
而
定
期
線
に 

限

ら

れ〗

力
〇
九

獨

逸

政

府

の

支

出

し

た

る‘

補
助
金
總
额
は
郵
便
物
運
送
養
を
も
加
箅
し
て
僅

 々

七
茛
四
十
四
萬
麻
克
、
即
ち1

純

噸1

.
八
五
麻
克
. 

に
過
ぎ
ず
す

o
此
小
额
に
對
比
し
て
、
英
國
政
府 

は】

キ
ユ
ー
ナ
ー
ド
.汽
船
會
祉
の
み
に
も】

九
〇
|
一
 

年
以
降
十
五
离
破
の
補
肋
金
を
交
付
す
る
外
、
同» 

R

t
し
年一

1

分
七
厘
五
毛
の
低
利
資
金
一

一

fB
六
十
萬 

磅
を
貸
下
ぐ
0
而
て
同
國
R
於
け
る
海
運
業
補
助
金 

總
額
は
三
千
四
百
萬
麻
克"

1

登
簿
噸1

0
九
五
麻
< 

克
な
ぅ
ど
す
。
次
^
去
々
て
佛
、
燠
、
日
等
に
鬼
作 

ば
其
補
助
金
の
割
合
は
非
常
に
亙
大
な
る
を
示
し
丨 

怫
蘭
西
は
補
助
金
總
額
茧
千
三
茛
莴
麻
克
ゝ

|

登
t

第
十I

贼

I
O
H
:

の
典
味
を
與
ふ
る
も
の
は
"
海
運
業
補
助
金
問
題
に

鲂

九

怨

(

一
H

0七
.

)

雑
錄
钫
十
九
肿
紀
に
於
け
る
猢
缌
經
濟
發
德
の}

斑



銥

九

舫

(

一
H

o八)

雜

_

ニ
十
八
麻
兗
，
塊
匈
國
は
同

1:1

千

，六

百

萬

麻

，克

、
、 

同

一一
十

六
.
®七

麻

克

"

日

本

は

同

ニ

千

八

百

瓦

十

萬 

麻
克
、
陳
'二
十
四
*
七
麻
克
を
算
す
。

f

S

I
ク
^ 

f 

p
 S. 

1
2
2
.
)

，

斯
く
海
運
業
發
達
の
軌
，
跡
及
.補
助
金 

、
の
厚
雜
を
觀
じ
來
&
て
®
逸
海
運
の
迅
速
長
足
の
進 

步
發
逯
の
®

に
伏
在
せ
る
理
由
を
©
す
る
に
S5
M

因 

多
々
あ
る
可
し
^
雖
も
"
.海

運
*'
'
經

營

上

の

合

縱

連
 

衡
の
巧
妙
、
エ
業
銀
行
業.の

大

發

達

に

_

指

せ

ざ

る 

f

t

槪
言
す
れ
ば
同
國
銀
行
業"
工
業
、
海
運 

業
の
發
達
の
間
に
は
緊
切
分
離
す
可
ら
ざ
る
因
果
關 

係
存
ず
る
な
办
o 

(

未
完
}
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〇
pi
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パ

經

濟

政

策

に
f

る

山

本

助
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敎

挟

の

答

：辯

に

.
答

ふ
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崎

寶

I

六
月
號
の
本
誌
に
於
て
提
出
し
れ
る
予
の
反
問
に
對
：
 

し
、
山
本
氏
が
前
號
の
本
誌
に
於
て
與
度
猎
敎
を
骓
れ
，
 

ら
れ
た
る
は
予
の
光
榮S
す
る
所
な
^
s
o然
れ
と
も
予
：
 

の
疑
問
は
今
囘
の
氏
の
答
辯
に
ょ6
て
も
倘
氷
解
す
る
‘ 

に¥
1

ら
ざ
る，」

ビ
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
ずc

加
之
論
爭
，
 

の
進
む
K
從
ひ
成
の
論2S

が
*
く
支
路
R
蔣
A
て
常
初
：
 

の
主
要
を
離
れ
む
ど
し"
或
は
堪
に
用
語
の
末
に
就
て- 

辯
明
を
事
ビ
す
る
が
如
き
傾
向?>
る
は
®
*
に
對
し
て 

甚
だ
迷
惑
な
る
の
み
な
ら
ず
、
學
問
の
進
步
の
爲
め
に 

も
蕺
も
裨
益
な
き
も
のit
し
て
大
に
愼
ま
ざ
るV

か
&
.
• 

ざ
る
こ
せ
な
各
ビ
信
^-
'.
0
尙
氏
の
議
論
忆
於
て
予
の
最‘

錄
經
餅
政
馍
じ
關
す
る
汕
本
如
数
授
の
答
辯
に
符
ふ
站
十〗

號
，

も
遺
慽
に
感
す
る
は
氏
が
卑
見•を
以
て
誤
解
な
6
曲
解 

な
り
S
し

、

殊

に

予

が

故

意

に

.
氏

の

所

說

を

曲

解

し

て 

駁
論
を
弄
ぶ
が
如
き
口
吻
を
漏S
さ
る
、
ン』

.ビ
是
な 

ぅ
。
予
は
從
來
我
學
界(

少
く
S
も
我
經
濟
學
界)

に 

於
て
行
は
る
、
論
爭
が
較
も
す
れ
ば"
誤
解
呼
ば
$
曲
一 

解
呼
ば
h

0
爲
め
に
龍
頭
蛇
尾
に
葬
り
去
ら
る
、
を
看 

て
常
に
心
外
に
感
せ
る
潜
な
る
を
以
て
"
予
自
身
の
論
一 

爭
に
於
て
は
可
成
斯
る
事
を
避
け
虛
心
備
懷
に
對
手
の

\ 

主
張
を
吟
味
し
て
文
意
其©.
に
解
释
せ
む
ビ
努
め
つV 

6
る
次
第
な
此
事
は
.奥
れ
奧
れ
も
讀
者
の
了
察
を 

乞
は
ざ
る
を
得
ざ
る
點
な
ぅ

V
J

す
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胃
頭
端
.な
く
も
餘
事
.に
亘
办
た
る
が
"
予
は
今
囘
-w 

度
に
亘
れ
る
氏
の
答
辯
を
併
饋
し
始
め
て
予
が
何
故
に
一 

K

の
所
謂
砒
會
政
策
ど
經
濟
政
策S
の
區
別
を
無
意
_

な
り
ど
看
る
现
由
の
未
だ
以
て
十
分
に
氏
に
通
逄
し
居 

ら
ざ
る
に
非
る
や
を
發
見
し
れ
6

0
果

し

て

然

せ
 

ば
此
は
恐
ら
く
予
.の
不
文
な
b
し
に
も
a
る
な
る
ベ
け 

れ
ど
又
つ
は
輪
實
の
備
明
を
期
す
る
の
趣
意
ょ
ぅ
可
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錄

及
'的
赘
長
な
る
記
述
を
避
け
れ
る
R
も
ょ
な
も
の
な
る• 

ベ
し
。
依
つ
て
本
稿
に
て
は
幾
分
管
々
し
き
嫌3>
れ
ど
- 

も
、
三
月
蘭
及
び
六
月
號
に
於
て
述
べ
お
る
予
の
說
明 

中
不
十
分
な
6
し

ビ

思

は

る

、
點

を

觅

に

詳

說

補

足
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て
山
本
氏
の
.與
績
を
乞
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、
侦
せ
て
#'
號
に
於
け
る
^
 

の
答
辯
に
偷
及
す
る
こ

^
、
し
た
う
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一
元
來
予
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本
氏
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說
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截
し
て
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も
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し
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し
ビ
思
ひ
た
る
點
は
、
庆
が
祉
會
的
生
®
ど
經
濟
的
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活
延
て
社
會
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經
濟
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策
ビ
の
間
に
無
f
f
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れ
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こ̂
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な
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內
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提
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な
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前
潜
即
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f h

會
的
生
活
ミ
經
濟
的
政
活
ミ
の
區
別
な1
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る
が
故
に
、
主
^
し
て
此
關
係
に
就
て
述
べ
む
に
予
の 

考
ふ
る
所
に
據
れ
ば
社
會
的
生
活
^
經
濟
的
生
活
ミ
は 

夫
々
人
類
生
活
の
別
個
の
方
而ビ
し
て
對
立
せ
る

も
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に
は
6

ら
ず
し
て
、
經
濟
生
活
は
實
は
祉
會
的
生
^
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方
而
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過
ぎ
ざ
る
な
り
o

想
ふ
に
罟
人
々
類
は
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立
的
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營
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く
、
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授
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辯
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